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土木学会平成 15年度全国大会 
研究討論会記録 

我が国の社会資本整備は終わったか？ 
－ 土木技術者としては何をなすべきか － 

 
日時：平成15年9月24日(水) 16：30～18：30 
場所：徳島大学工学部 研-14 共B201 
担当：建設技術研究委員会 
 
話題提供者： 
竹林 征三  富士常葉大学環境防災学部教授 兼 付属風土工学研究所所長 
花市 頴悟 開発技建㈱ 代表取締役社長 
細田 泰宏 ㈱日本総合研究所 研究事業本部 副主任研究員 

 
座長：中洞 好博 鹿島建設（株）  

土木学会建設技術研究委員会 委員長 
 

記録：建設技術研究委員会 行事企画小委員会 （清水 徹、小畑 耕一、吉野 広司、沖田 佳隆、吉田 貴志） 
 
 
＜中洞＞ 
 予定の時間が参りましたので、ただいまより研究討

論会を開催いたします。 

私は建設技術研究委員会の委員長を務めます中洞と

申します。よろしくお願いいたします。 

座って主旨のご説明をさせていただきます。 
 
今日は「わが国の社会資本整備は終わったか」、副題

と致しまして「土木技術者は何をなすべきか」という

テーマで研究討論会の座長をさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 
 
さて、巷やマスコミでは最近のわが国の社会資本整

備が全体的にみてある程度のレベルまで整ってきてお

り、今後人口の減少社会を迎えて、新たな社会資本整

備が必要ではない、不必要であるとの風潮が生まれて

おります。 
そして、公共工事の経済性効果への疑問や建設業界

への不信などから、マスコミや行政側においてもダム

不要論など、あたかも社会資本の整備の全てがもう不

必要になってきたというような論調が生まれておりま

す。現に財政悪化の現況下ではありますが、公共の事

業投資は急速に減少しております。その中で、土木技

術者は、どうも縮み思考に陥っているのではないでし

ょうか。 
しかし、本当にそうであるのか？ 我々個々の直接

生活に関わる問題を見ても、たとえば交通問題、治山・

治水問題、住宅問題や良好な環境等、必ずしも十分に
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整備されたとは言い難い面がございます。 
また、安心・安全・心豊かに暮らせるために必要な

社会資本整備は、本当に整備されてきたのか？まだま

だやるべきことが残されているのではないか？これを

実現するために土木技術者としてなにをすべきか？ 

そこで、我々土木技術者はどうしていくべきかを考

えるとともに、皆さん個人の方向性を考える一つの場

を提供する意味で、今回のテーマを設定させていただ

きました。 
 
本日は、通常の研究討論会とは少し趣向を変えまし

て、まず、竹林先生の、本研究討論会のタイトルと同

じ話題で基調講演を行って頂き、その後、パネリスト

２名に加わって頂きまして、議論を深めていきたいと

考えております。 
後程、会場の皆様との議論を考えておりますので、

積極的にご参加いただきたいと存じます。 
 
ここでお招きしている方々を、紹介させていただき

ます。 
 
竹林征三（たけばやし せいぞう）先生は、現在、

富士常葉（とこは）大学環境防災学部教授であり、附

属風土工学研究所長をされております。 
以前、元建設省に所属され、新しい工学領域である

風土工学を構築されるとともに最近では本年2月19日
から 3月 6日に亘ってでありますが「ダム無用論を憂
う」と題して日刊建設工業新聞に連載されております。

ご存じの方も多いと存じます。 
 
花市頴悟（はないち えいご）氏は、元建設省や本

四公団に勤められた後、土工協理事として活躍され、

現在、新潟に本社があるコンサルタントである開発技

建の代表をされております。 
今日は、豊富な経験をもとに、地方から見た問題を

含めて御紹介いただけるものと思います。 
 
細田泰宏（ほそだ やすひろ）氏は、ゼネコンに勤

められた後、フランスの国際経営大学院を修了され、

その後、外資系コンサルタントを経て、現在は、株式

会社 日本総合研究所 副主任をされております。 
広い立場から見たときの建設業界あるいは土木技術

者への期待をご紹介頂けるものと存じます。 
 
それでは、早速でございますが、竹林先生の基調講

演に移らせていただきます。 
 
先生よろしくお願いいたします。 

 
＊＊＊ 基調講演 ＊＊＊ 

 
＜竹林＞ 
ただ今ご紹介頂きました竹林です。 
私の方からまず、「わが国の社会資本整備は終わっ

たか？」というタイトルで、最初にお話をさせていた

だきます。 
 
まず一番は、私は認識がだいぶ間違っている。こう

思います。 
まず皆様方に、土木は環境破壊だという社会的風潮

がありますが、土木は環境破壊だと思っている方はこ

の中にありますか？土木は環境破壊ではないという方

はおられますか？土木は両面がある。 
極端な表現ですが私は、土木は環境破壊と言うより

は、むしろどちらかといえば、土木は最大の環境保全

対策そのものだと思っています。 
どういうことかと言いますと、地球の歴史を考えて

みますに、過去に何回も生物は絶滅しております。そ

れはどういうことかと言うと、環境の変化に追随でき

ない時に生物は過去に何回も絶滅しています。人類は
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今、これだけ繁栄しておりますが、いずれ環境の変化

に追随出来ないようになったら人類も滅亡することに

なるのです。 
これまで巨大隕石が降って来るとか、氷河期がやっ

てくるとか、洪水が来るとか、地震が起こるとか天変

地異が起こる。これらの環境破壊に対して生物が追随

できない時、生物は絶滅の過程をたどっている。最大

の環境破壊は大災害です。大災害という環境破壊に対

して環境保全対策することが土木です。防災すなわち

土木は、環境保全対策そのものです。 
 
世の中には「つもり違い」が多い。 
「高いつもりで低いのは教養」「低いつもりで高い

のは気位」「深いつもりで浅いのは知識」「浅いつもり

で深いのは欲の皮」「厚いつもりで薄いのは人情」「薄

いつもりで厚いのは面の皮」「強いつもりで弱いのは

根性」「弱いつもりで強いのは我」「多いつもりで少な

いのは分別」「少ないつもりで多いのは無駄」だと、こ

う言われているわけでございますが。 
 
私は土木も同じでは無いかと思います。土木もたく

さん「つもり違い」をしている。されている。 
「イメージが悪いつもりできわめて格式高いのが、

土木」「切れないつもりで切れることが前提に作られ

ているのが、堤防」「余っているつもりで全く不足して

いるのが、水」です。「堤防を築き安全が増したつもり

が実は危険がどんどん増しているのが、堤防」「災害時

に役に立つつもりで全然役に立たないのが、防災防災

と言っているもの」「守れ守れと言ってる自然のつも

りが、人工河川そのもの」「水質が良いつもりで一番汚

染されているのが、地下水から始まって、天然水」「陸

地に住んでるつもりが海面下なのが、臨海地帯」「プラ

ス効果があるつもりで全く無いのが、緑のダム」「抜本

的に地域を良くするつもりが住民に反対運動を喰らっ

ているのが、土木」 
 
土木には「つもり違い」がまだまだある。 
「高いつもりが低かったのが、土木構造物の安全度」 
阪神・淡路の地震で絶対に安全などという神話はな

いこと、当然のことが、再確認させられた。 

「低いつもりで高いのが、土木の間接効果」「深いつ

もりで浅いのが、土木学者の見識」世の中がもち上げ

る学者は本当に学識経験者なのでしょうか。土木の学

識とは国家百年の計の先見の明ではないでしょうか。

全てではありませんが。マスコミ迎合の見識の方が多

くおられる。 
「浅いつもりで深いのが、土木業界バブルのつけ」

「強いつもりで弱かったのが、土木役人の使命感」役

人はもっと国家百年の計の使命感をもって欲しいと思

います。これだけみんなやる気が無くなった。土木の

人間、社会基盤整備する技術者がやる気が無くなった

らろくな社会になりません。自信をなくしてしまって

いる。こまったことです。 
「多いつもりで少なかったのが、土木の社会からの

評価」「少ないつもりで多かったのが、土木への批判と

反発」「厚いつもりで薄かったのが、土木屋の倫理観」、

最近は全くないとしか言いようのない事例も見うけら

れる。 
「薄いつもりで厚かったのが土木反対論説」 

 
現在、土木は「はず違い」も多い。 
「不況対策に一番有効なはずが、評価されないのが

現在の土木」「環境対策に非常に役立っているはず、が

評価されていないのが現在の土木」「社会から悲願達

成で喜ばれるはずが、反対に不要なものをつくったと

言われているのが現在の土木」「世界一の金字塔を打

ち立て、誇らしい技術集団のはずが、萎縮してしょん

ぼりしているのが現在の土木」「将の将たる職業集団

のはずが、他集団から軽蔑されているのが現在の土木」 
ということで、まあ私はまず一番最初に土木屋とし
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てまず間違いない「認識」をもっていただきたい。 
 
そこで、福沢（諭吉）先生が言われていること。い

いことを言っている。 
「世の中で一番楽しく立派なことは、一生涯貫く仕

事をもつことです」「世の中で一番みにくいことは、他

人の生活をうらやむことです」「世の中で一番美しい

ことは、すべてのものに愛情をもつことです」「世の中

で一番みじめなことは、人間として教養のないことで

す」「世の中で一番尊いことは、人間のために奉仕し決

して恩に着せないことです」「世の中で一番悲しいこ

とは、うそをつくことです」「世の中で一番さみしいこ

とは、する仕事のないことです」、こう言っている。 
まあ皆さんは土木の仕事を生涯の仕事としてやって

おられるかと思います。 
 
まず土木とは何か。「淮南子（えなんじ）」第十三巻

「氾論訓（はんろんくん）」に書いてあるわけです。 
「聖人のこれをなし作るにあたり土を築き木を構え、

もって室屋をなし宇の下に棟を上げ、もって風をさえ

ぎり、もって寒暑を避け、しこうして百性これを安ん

ず」と書いてある。 
土木の仕事は聖人の仕事だと、聖人でない人は土木

の仕事はするなと、こういうことですよ。土木は聖人

の仕事なんですよ。ねえ、金儲けではやったらあかん

のですよ。金儲けじゃないです。土木は人のため、世

のためなんです。 
 
土木学会とは大英帝国においては、ロイヤル・ソサ

エティー、他のたくさんの工学学会は、すべて下々の

学会。土木はワンランク上の学会なんです。ようする

に、土木とは皆さん方、格式が高い。機械とか化学と

かとはオーダーが違う。土木はワンランク上、ツーラ

ンク上の学会なんです。 
それが最近は土木学会も学会費だけは二万円も取っ

て、他の学会から見たらビックリされる。土木部門は

現在シュン太郎で全く元気がない。土木の人は“未来

への夢”も見失ないがちである。それらに対し、もう

ちょっと学会として答えてやって欲しいと。いうのが

私の切なるお願いです。 

土木とは何か、初代土木学会会長の古市公威は言っ

ているわけです。ね、就任の挨拶。「予は極端なる専門

分業に反対するものなり。専門分業の文字に束縛され

萎縮するごときは大いにつつしむべきことなり。殊に

土木学会の方針については、予はこの説を主張するも

のなり。将に将たる人を要する場合は、土木において

糧多しとする。土木は概して他の学科を利用す。故に

土木技術者は他の専門の技術を利用する能力を有せざ

るべからず。」こう書いてある。 
土木は、すべての工学を全部使う、王様の工学であ

るということです。過去古来、土木をやる者はみんな

世界の王様になった。悲願達成の仕事をして神様にな

った。ようするに神様になり王様になっていった。土

木とはそういう王様の仕事であり、聖人君子の仕事で

あり、神様になる仕事が土木なんです。現在土木の仕

事で聖人君子、王様になった人はいるのでしょうか。

心配になってくる。土木の心、心いきはそのようなも

のなのです。 
 
そこで、何が勘違いしているのか。私は認識が間違

っているのではないかと思う。なにが間違っているか。 
たとえば日本の食糧問題。穀物自給率が、日本が昭

和 35年に 82%が現在 28%、その後まだ落ちている。
フランスは 116%が 198%に、ドイツは 62%が 118%、
イギリスは53%が130%と自給率を上げている。 
その輸入量のほとんどは、とうもろこしは 90%をア
メリカから輸入。小麦は50%、大豆は80%。この数字
を見てどう認識するかというところに間違いがある。 
ようするに土木も一緒なんです。みんなある数字に

対して、認識構造が間違っていないだろうか。そこが

大きな、私は間違いやないかと、こう思っています。 
 
「百家争鳴」誰でもがものを言える。ようするに声

が大きい者が正しいことを言ってるのではない。今は

何かというと素人が支配する社会です。声が大きかっ

たら。マスコミは金儲けのために大衆迎合すればいい

んです。マスコミが三度同じことを言えば、それは正

しいと人は思ってしまう。 
まず「世界がグローバル化してきて、各国個別のア

ンバランスを気にしていたら、世界貿易は縮小する。
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市場原理を貫くことこそ、世界、そして日本の繁栄に

つながる。」「経済主流国際派」です。ま、これに近い

のは小泉首相が言っていることではないでしょうか。

認識構造によって導かれる答えは違ってくる。 
「国防と食料だけは、他国と協力態勢は当然として

も、自ら確保するのが独立国家だ。」「祖国愛派」です。

「輸入先が一国に偏っていると、国際紛争でも起きた

ら子供達が一年も経たぬうちに餓死してしまう。」「家

族愛派」です。「近頃めっきり荒れた田園を思い出し、

背景に作付面積の低下があったと慨嘆する。」「美的感

受派」です。 
ようするに「経済主流国際派」と言っている人か、

「祖国愛派」か「家族愛派」か「美的感受派」か、こ

れによって到達する答え結果が違ってくる。 
 
あることに対してどういう形で捉えるか。 
特に今の穀物ですが、ま、これ仮想水ということで

最近いろんなところで言われていることなので、皆さ

ん方もご存知の方たくさんいらっしゃるかと思います

が、1tの米を作るのに5,500tの水が要る、穀物1トン
作るのに1,000tの水が要る、というような事から考え
ると、米だけで輸入している水は 550億 tの水を輸入
しているじゃないかと、穀物だけで 240億 t輸入して
いるじゃないか。というようなことで、そういう輸入

食糧からいくと、大変な量の水を輸入していることに

なるじゃないかと。いうことで、それをずっとこう足

してみると、大変な量になってくると。ま、これは仮

想水という考え方で計算しとる訳でございますが。 
 
そこで、私は一番、ま、愚の骨頂が、あんなまずい

ヨーロッパの水を輸入して飲んどる人がいる、日本は

一番おいしい水の国です。ね、ヨーロッパのアルプス

かどこかの、水と称して、高い水を買っている。日本

の水はオーダー違うくらい良質です。 
 
そこで私は、ペンローザの三角形ではないかと言っ

ている。部分部分のワンコーナーずつは正しいけれど、

足し合わせて全体考えたら間違っていると。ようする

に全部の合わせ方が違う。 
ようするに土木というのはみんな個別の細かい重箱

の隅なんか突っ込んでもダメなんです。土木は全体を

どう間違いなく把握するかというのが土木の本来の仕

事なんです。部分部分の接合性を追及する専門家の仕

事ではなく、全体を正しく認識して総合化する仕事が

本来の土木です。そのようなことを学校の教育もやっ

てないし、役人もやってないし、ゼネコンも考えてな

い。 
 
ようするに日本の国土に対する宿命なんです。 
まず一点目、寺田寅彦は「天災は忘れた頃にやって

くる」と言いましたが、実際は「天災は忘れるヒマな

くやって来ておる」。しかし、日本人はすぐ忘れる。日

本人は健忘症のおかげでこんな、のほほんと生きてお

られる。健忘症にかかっとる。 
 
日本人に負わされた7つの過酷な宿命を背負っとる。 
まず一点目は、日本は世界有数の山岳国である。国

土の面積のほとんどが山地、険しい脊梁山脈が列島を

縦断している。 
私が言うのは何か、日本列島はヒマラヤより高い山

脈である。世界一高いのは日本列島である。ヒマラヤ

はせいぜい 8,000m じゃないかと。日本列島は、日本
海溝の下からいったら10,000m以上ある。ね、なにか
というと、笑い事やないですよ、今みんな太平洋に水

があるからごまかされてる。水をとっぱらってご覧。

とっぱらったらそっくりではないですか。 
ようするに太平洋の底にあたるところがヒマラヤで

はデカン高原、そしてヒマラヤ山脈があって、チベッ

ト高原がある。この形は、太平洋の水があって、日本

列島がこうあって、3,776mの富士山がある。そして日
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本海溝がある。この形、もうそっくりなんです。

2,000kmの長さと 500kmの幅、ヒマラヤ山脈と日本
列島はそっくりです。 
この形も一緒、いうことから、地球のプレートテク

トニクス・地球が動いて来るのが分かった。そうじゃ

なくて、その今のアナロジーから地球の上下の動きが

分かってきた。 
ということで、日本列島は今、みんなが住んでいる

ところは何か言うと、ヒマラヤの 8合目から 9合目に
日本人は住んどる。その 8合目から 9合目のガタガタ
ガタっと続くところに、やっとへばりついて生きとる

と、いうのが日本の地形条件の宿命ではないだろうか。 
 
そして、世界の 0.1%の面積の国土に対して、（世界
の）一割の火山が爆発しとる。ようするに、世界全体

と比較すると 100倍の火山のエネルギーがここ日本で
放出している。 
そして軟弱地盤が日本の 4 分の 1、ようするに第 4
紀層の沖積氾濫原野です。そこに都市が立地している。 
そして地震常襲国で、地震についても0.1%の面積の
国土に世界の地震エネルギーの 10%が蓄積されている。
世界全体にとったら 100倍の地震放出エネルギーです。 
そして多雪国だと、文明国でこれほどたくさん雪の

降っているところはない。 
そして多雨国で、台風常襲国。 
ようするに日本というのは大変過酷な自然条件の七

つの宿命を背負わされているんだと、土木に従事する

者はまず、このような日本の国土であるとの自然観に

ついての認識をまずもってもらうことが求められてい

る。 
 
土木はまず自分達の住んでいる大地を刻むのが土木

の仕事です。そこで河川ですが、日本の河川は急流で

滝みたいなものだと、デレーケが言うたとか言わんと

か、言ってますが、まあ滝みたいなもんです。 
そこで、その急流河川であって、そこで日本人はわ

ずか 10%の氾濫区域に人口の半分が住んでおって、そ
こに日本の資産の75%が集中している。 
一方アメリカでは氾濫区域面積が7%でそこに9%し
か住んでない。 

いつも日本の学者に聞いたら、「そのことは英語で

どのように言うのか」「外国ではそのことはどのよう

になっているのか」。 
土木の人は外国の真似せんでいいです。まず日本の

ことを勉強してほしい、そのほうが早い。私はしみじ

みいつも思う。 
日本と欧米とは自然条件が全く違う。向こうのこと

を勉強するというか、真似をするから間違った判断に

なる。 
 
先進各国の降水量は、日本は 2 倍以上。2 倍以上だ
けでなくて、降り方が違うんだと、ここが大問題であ

る。そして、日本は狭い国土に対して、大変な、人間

がそこに住んでいる。 
宅地開発すると、これは鶴見川ですが、この50年位
で宅地が10%から90%に上がっている。そういうこと
になったらどうなるか、宅地化されたら流出計算が変

わる。 
かつて10時間あった洪水到達時間が、現在は数時間
に短くなる。洪水到達時間が短くなっては、当然ピー

クは大きくなるのはあたりまえである、そしてそれと

共に渇水の水の量は、今度は減ってくる。渇水の時の

水の量は当然減ってくる。いうことになる。 
この前、名古屋駅から始まって名古屋の中心部が東

海豪雨で浸水になった。名古屋市内の宅地面積を調べ

てみると、農地の宅地化がすごく急激で進んどる。 
 
こういう我が国の過酷な７つの宿命を背負わされて

いる実態を踏まえて、よく今、もう河川もダムも堤防

も要らん、道路も要らん、いろいろ言うとるけども、

本当にその宿命について解っておられるだろうかと、

私はまず疑問に思う。 
 
まず日本の川、これは東海道本線。東海道本線の上

に川が流れておる。国道１号線の上に川が流れておる。

これは、ようするに川が一番高いとこに流れておる。

ようするに「天井川」。 
天井川というのは何か。正確ではありませんが、天

井川というのは日本にしかないんです。世界には日本

のような天井川はほとんどないんです。世界の河川を
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勉強してもダメです。日本の河川にしかないんですか

ら。日本の河川はこれ特定の河川を見てますが、実は

日本の大河川、日本の都市の河川は全部天井川である

と申しても過言ではありません。 
で、天井川はどうして天井川になるのか。天井川は

勤勉な国民が居るところにしか天井川は出来ません。

日本人は勤勉なんです。一生懸命堤防を築くんです。

築けば築くほど危険になってくるということを分かっ

てない。 
これが天井川なんですよ。これを抜本的に直そう思

うたらえらいことになるのです。日本の川は全部そう

なんです。それについて天井川を分かってない。よう

するに天井川の宿命なんです。だんだんだんだん時間

と共にものすごい勢いで危険になってくる。いうこと

で、天井川の宿命なのです。 
天井川は英語でどう言うんでしょうか。今日は大学

の先生もたくさん居られるようですが、英語でどう言

うのでしょうか。天井川は英語では私は無いと思いま

すが、最近言われるんは「フライングリバー」である。

飛ぶ川やと、川が飛ぶのです。まあどっちみち世界に

は無いんですから。後でつくった英語ではないでしょ

うか。 
日本の川は全部一番高いところを流れておる。世界

の川は一番低い所を流れておる。なにもここに挙げて

いる川だけじゃないんです。日本の主要都市を流れて

る川は全部そうです。なんでかと言うと、日本人は勤

勉だから。勤勉で一生懸命より安全にしようと思って

どんどんどんどん危険になっていっている。というこ

とで、日本の川は、平野部は全て天井川。山間部は違

いますよ、日本の平野における川は全部天井川と称し

ても過言ではない。 
だいたい、どのくらい天井川かと言うと、まあ長良

川で反対運動がありましたが、長良川も普段生活しと

るところは全部洪水位の下、ということで、日本の都

市部は山間部を除いて、天井川の宿命を背負っておる。 
天井川は時間が経てば経つほど川底は堆砂が進み、

堤防は地震でゆるむ。どんどんどんどん危険になって

くる。そのうちにそこに、自然現象ですから、これま

でなかった雨があるんです。その雨がどうなっとんの

か。 

この前の名古屋の東海豪雨の事例を見ると、日降水

量の記録トップ。109年間の内で平成12年、平成3年、
平成 14年、平成 11年と、もう大きいのは全部最近で
ある。それも桁違いに大きいのもある。 
そういうのは、過去の確率処理では当然対応できな

いわけです。ようするに日本の国土に一時間雨量

100mm というくらいのオーダー降ればどこもほとん
ど対応できない。100mm以上の降水記録は最近どんど
んどんどん増えていっている。 
ようするに全国の年降水量と豪雨頻度の径年変化な

んです。ようするに年降水量はトータルとして見た場

合若干減少傾向、のようです。しかし豪雨頻度、これ

は間違いなくものすごい勢いで増えていっとる。よう

するに異常現象なんです。気候異変が相当な勢いで進

んできている。 
 
異常現象は何なんでしょうか、異常とは過去30年間
に、それ以上の現象が起こったら異常と言っているら

しいです。ということで、異常現象をずーっと調べて

みると、日本の国土、北日本から東日本、西日本、南

西諸島、全国、見ててみると、異常少雨と異常多雨、

両方ともどんどんどんどん増えていっとる。ようする

に、気候変動の幅がものすごい勢いで大きくなってき

ているのです。 
水資源開発を計画する場合は一番、水文資料は大切

なんですが、それからダムが計画されるんですが、木

曽川水系、昭和 20年から 40年台の計画で作ったやつ
が今は目減りして半分くらいしか実力がない。 
ようするに、変動に対して安全な社会を作るのが土

木に仕事なんです。ようするに気候異変により治水・
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利水の安全度が大幅に目減りしている。全然違う。 
 
ようするに「気候異変」により「実力・目減り」な

んです。確保したはずが空手形で全然とれないのです

よ。ようするに、「いつまでもあると思うな”金”と”

親”」「いつまでもあると思うな”水”と”安全”」なん

です。 
ようするに過去の気候現象から、ようするに安全な

社会を作ろうと思って、私達土木屋は一生懸命、やっ

てきたんです。ところが、どんどん利水安全度は低下

してきて危険になってきているということについて、

認識がほとんどない。ここが問題です。 
実力がどんどんどんなくなってきている。そして何

か、建前だけはあることになっている。建前は、水は

確保したことになっている。水資源、開発したつもり

になっとる。ところが、全然足りていない。 
いうことで、今現在、利根川水系の場合は、利根川

水系 2,700万人の水飲んでいる内の 88%はダムから補
給された水を飲んどるんです。そして、もとから川に

流れている水は12パーセント。そのうちの25%は、先
ヅモなんです。まだ水資源開発施設は出来てないんで

す。 
公共事業というのはプロの先見なんです。早くやれ

ば、効率的に安くできるのです。アマの後追い。後追

いは効率が悪く結果的にものすごい金かかるんです。

最大の無駄遣いは後追い行政です。土木事業が後追い

になれば、もう、何十倍もかかります。土木は先行し

てやって始めて効率よく、いい安全安心社会が出来て

くるんです。 
今河川で、東京都内等では都市の開発が進む一方、

河川改修が追いつかず、通常の河川改修方策では放流

できず、万策つきて、やむを得ず地下河川（地下ダム）

等をつくっている。これは金のかかる後追い行政によ

る大変な無駄遣いであります。土木プロは先見の明を

もって国家百年の計でもってつくらなければなりませ

ん。そういうものを作るのが土木屋です。土木屋が先

見の明で国家百年の計を立てればマスコミ世の中が無

駄な計画とたたく。そういうことを提言しているのを

聞いたことがない。これでは日本はろくな社会になっ

て行かない。後追い行政の社会は子孫に大きな負の遺

産を残していることとなる。私はそう思います。 
 
そういうことで、今、まず雨ですね。 
そこで、天変地変の事例をもう少し見てみると、ま

ずその異常気象、これは最近の新聞ですが、欧州の熱

波で、フランスでは熱波で 5,000 人死んだと、阪神・
淡路が5,000～6,000人ですから、同じほどの人が死ん
でいる。 
そして気候異変が進んでいる。日本では、梅雨明け

宣言も出来ないくらい、そして原子力発電所が止まり、

首都圏が大停電するのではと、こんだけわいわい騒い

だ東京電力の電気が追いつかないんじゃないかという

ことについては、東京電力の最高は8月じゃないんだ、
9月になってから電力需要のピークが出た。 
ようするに土木というのは需要とかそういう天変地

変に対して見通して、安全な社会にするための設備投

資するのが土木。土木と安心安全国土の設備投資です

よ。それが変わってきているんですよ。 
電力会社は今までと同じように電力のピークを考え

たら大停電になる。自然現象を相手にする土木の河川

では、ちゃんとそういう事を考えて先見の明で計画を

作らなくてはならない。ベースとなる気候現象が変わ

ってきている。これに対してちゃんと土木の学者は警

鐘をならし、土木の行政官は先手のまともな対応をし

なくてはならない。ダムが必要になったと言われても

数十年はかかる。 
 
そしてまあ、世界の空おかし、ということで、いっ

ぱいいろいろ書かれてありますが、何が本当なのだろ

うか、なにが疑問か、ということなのでしょうね。 
マスコミが扱う情報で踊らされておる、本当にそう

なのだろうか、これからは自分で自分のことを守って

いかなあかん。というようなことで、まあ、保険がど

んどん増えていっているらしい。そうなっていくので

しょうか。 
 
まあ、地球の気温も陸地だけで測ったらおかしいけ

ど、海の温度と一緒に測って経時変化をみていけばい

いんだと、いうところがポイントである。間違いなく

相当な勢いで地球温暖化は進んできている。 
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まあ、仙台市の平均気温なんかもこの数十年間で間

違いなく上がっていっておる。 
全地球的規模の平均で、先ほどの海面水温と組み合

わせてずっと経年変化をみて見ると、この百年オーダ

ー位で間違いなく相当に増えていっておると、毎日毎

日がこういう現象だ。メッセージが山ほどきておる。 
まあこれは、全世界を見ると要するに、地球規模で

はおこっている。地球トータルとしては一緒でしょう

から、そのうちのどこかで際立って雨が降れば、どこ

かで渇水、どこかで際立って地震がおきれば、どこか

は違う。とういようなことで、つながっている、とい

うことは間違いない。これに対して、どう備えるかと

いうことではないでしょうか。 
 
そこで、最近、東大の気象関係の研究をしている方

が発表されている。温暖化でどう降雨現象が変わった

か、ずっと過去を調べてみると、降れば大雨、という

ことが明快にでてきている。 
要するに異常気象をどう見るか、地球の変化をどう

みるか、要するに異常とは何か、通常じゃないと、ア

ンユージュアルであり、アブノーマルでない。地球温

暖化について専門家が意見を聞かれたら、対策を求め

られたときは、地球温暖化は自明であるがごとき態度

をとり、責任が自分に及びそうになると不確定だと言

う。このあいまいな態度こそが、地球温暖化の問題に

対する最大の問題ではないでしょうか。 
 
要するに自然現象は本質的に不確定である、自然現

象の予測、将来はわからないのです。しかし繰り返し

起こる現象であることは確か。その繰り返し起こる現

象の中から不確定要素の範囲を狭めていく。それが自

然現象の本質的ゆらぎの理解です。要するに明日の天

気を聞かれれば、昔に比べればあたるようになってき

た。しかし、日本の天気予報の一番あたらないところ

はどこか、東京都内だという。環八のなかがあたらな

い。ということで、要するに気候異変をどう捉えるの

か、ゆらぎの中から、本質が何で、ゆらぎが何か、そ

の本質を狭めていき、ゆらぎの幅を狭めていくのがい

くのが科学技術ではないだろうかと。要するに分かっ

ていることと分かっていないことがあるのですね。 

地球の歴史をみると、温暖化したり、寒冷化したり、

繰り返し、繰り返し起きている自然現象の一つと考え

れば、そのメカニズムを基本的なところは解明された。

最近の地球温暖化が人間活動の結果か否かが焦点、そ

の温暖上昇の速さも従来にないスピードであることも

確か、このことは今までに経験したことはない。大気

中の二酸化炭素などの温室効果気体の増加、その温室

効果によって、地球表面からの赤外線が吸収されてい

ること。その結果として温度が上昇していることは確

かです。 
それをどうフィードバックするのだ、そのフィード

バックする機構がわかっていない。要するに、アイス・

アルベト・フィードバックなのか、水蒸気フィードバ

ックなのか、そのフィードバック機構をどう狭めてい

くのか、それらの問題についての認識構造が最大の問

題である。 
地球の気候システム、エネルギー循環システム、水

の循環システム。地球の平均気温が上昇すれば、平均

降水量は増加する。大気中に含まれる水蒸気量が増加

するし、地表面温度が上昇する。気候現象の変動はど

う変わっていくのだろうか。 
気候異変による災害から守るのが土木の社会資本設

備なのですから。 
これについて、一番間違いない認識をしているのは

誰か、松尾芭蕉ではないでしょうか、こう私は思いま

す。自然現象は同じようなメカニズムに基づいて現れ

てくる。しかし、そのまとっている服、自然現象は服

をまとっている体、毎日服は変わっている、したがっ

て、新しい現象が観測されるたびに何かしら異変が起

きていると感知する。自然現象の理解とは何か。本質

としてのメカニズムの理解。身にまとっている着物を

剥ぎ取り、中に潜む普遍的な真実の姿を明らかにする

ことである。毎回異なる現象の多様性の理解。社会の

中に表れている着物を着た姿は毎日違う。その中の多

様性に意味がある。要するに、本質は不易と流行であ

る。不易とは何か、詩的生命の基本的永遠性を有する

体である。流行とは詩における流転の相で、その時々

の新風の体である。不易流行、松尾芭蕉は一番的確に

分かっていたんじゃないかと、こう私は思います。 
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で、そこで、局値現象をどう捉えるか、これをどう

認識するのかが問題である。50年の観測値から100年
や 200年の確率の異常値を予測する。あたるわけがな
い。これだけ気象異変で変わってきているのですから。

災害が生起するたびに過去になかったことと言ってい

る。その都度、過去のデータからは 200年確率ぐらい
だと思っていたものが 100年確率以下であったと、阿
保なことを言っている。コンピュータで計算して 100
年になった、200 年になったと言っている。そんなの
はど素人子供だましのコンピューターゲームではない

でしょうが。自然現象を全然理解できていない、と私

は思います。 
 
吉野川河口堰の問題もしかり、どういう社会にしよ

うかということなのです。まあ、毎年渇水は起こって

いる。 
四国は、島国の宿命です。しょっちゅう毎年のごと

く渇水が起こっている。 
四国だけじゃない、日本列島しょっちゅう毎年のご

とく、どこかで大渇水が起こっている。渇水が起こっ

ていても、ヨーロッパからミネラルウォーターと称す

る水を買っている人には分からないかもしれない。そ

こなのです。島国日本列島に対する認識です。 
要するに、吉野川は最近しょっちゅう水がなくて困

っている。それに対して安全社会を作る、それが私た

ち日本の将来に残す、良好国土なのです。ここでいう、

安全安心社会をどうするか、ということなのです。 
 
そこで、天井川によって守られている、天井川の堤

防は時間が経てば経つほど危険になってくる。地震が

起こるたびに堤体は危険になる。堤防は劣化するので

す。どんどんと。堤防は何か。堤防の認識が間違って

いる。堤防とは何か。堤防は、土堤で線です。コンク

リートで作った点としてのダムとは違うのです。 
大宝律令の時代から、堤防は土堤で作れ、土で作れ、

土で作るしかない。要するに「土堤の原則」なのです。

要するに堤防とは、切れることが前提として作られて

いるのが堤防なのです。切れるように作られているこ

とに対する認識がないのです。堤防があれば安全だと

思っている。あんなのあっても全然ダメです。あれは

切れるようにどうやって作るかが堤防なのです。堤防

は切れるように作られている、ということであります。 
 
では、堤防とは何かというと、外見は堤防定規とい

う形状ですが、内実は土木技術的にいけば、含水比が

あり、間隙圧があり、湿潤密度があり、乾燥密度があ

り、飽和度があり、締固め度があり、透水係数がある。

それは歴史的、自然現象と人為の合作によるもので数

値はむちゃくちゃです。よくこんなので安心して住ん

でいられる、と思います。 
で、堤防を調べると土としての性状はもうむちゃく

ちゃ幅がある。どこに何があるか分からない。どんな

探査技術をもってしても、切れてはじめて分かる。こ

れが堤防です。 
それで、日本の堤防で一番安全な堤防、金をかけた

堤防はどこでしょうか。日本で一番金をかけた堤防の

ひとつは、利根川の右岸側です。利根川の右岸は旧建

設省、国土交通省あげて、これは切れたら困る。東京

都民は利根川の右岸で守られている。 
しかし、これまで30年ごとに利根川右岸が切れて洪
水が江戸まで押し寄せてきている。宝永元年から寛保2
年、天明 6年、享和 2年、弘化 3年、明治 29年、43
年、昭和22年と。たまたま最近がちょっと時間的には、
間があいているだけです。 
そこで、その利根川に対して絶対安全な川にしたい、

首都圏だけは守りたい、ということが利根川を守ると

いうことです。で、明治33年から最近まで、実は明治
29 年、一番最初に作ったときには、振り出しは
3,750m3/sであった。この川をこれだけの規模で整備す
ればいいとして築堤してきました。しかし、洪水が来

るたびに、また異常だ、また計画規模をオーバーした。

大洪水のたびに毎回計画規模を上げてきた。そして現

在、明治 33年からそんなに経っていない、80年くら
いの間に3,750m3/sから22,000m3/sに上げているんで
す。これが、日本の土木屋の知恵です。たった80年の
間に 8 倍上げているんですよ。一生懸命将来を予測し
てもあたらない、いつも毎回それ以上のものが来るの

です。自然の猛威は人間の智慧をはるかにしのぐすご

さです。 
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ではどうするか、それに対する知恵は何か。堤防を

大きくするのです、毎回毎回。あんこの皮を大きくし

ていくのです。土堤以外なら順次、バームクーヘンの

ように重ね上げられません。これが最大の人間の知恵

です。だから土堤の原則なのです。土堤が一番理にか

なっているのです。 
それで、現在カスリーン台風と同じ程度の台風がき

たらどうなるか、やっぱり切れるのではないでしょう

か。どんなに考えても切れるのです。 
で、現在カスリーン台風と同じ台風がきたら、予測

すると、過去の実績とは全然違う、ものすごいことに

なる。何倍もの、15兆円くらいになると推算されてい
る。 

 
今、社会資本整備は終わったか？というと、どのよ

うな認識でそのような阿保なことを言うのか、全然終

わっていない。要するに日本というのは整備水準が、

オランダが10,000年確率の堤防を作っていて、完成し
ている。イギリスは、1,000年確率の堤防を作っていて、
もう終わっている。アメリカは、500 年確率の堤防が
およそ 80%程度終わっている。フランスは、100年確
率の堤防が完成している。日本は 200年確率程度で整
備したいという願望、国家目標はあります。国家目標

はあるけれど全然追いつかない。現在は 30年～40年
確率の当面の目標に対して整備率 65%程度であります。 
そして、日本の川は、全国の川で全然整備は進んで

いません。反対運動があって、かかれない、進まない

のが当たり前です。堤防が切れてから、やったのでは

どうにもならない。小貝川は決壊して、数年後に又、

同じ所が切れた。その間、自然保護の名のもとに堤防

反対運動が起こっている。 
要するに河川というのは、日本の川は、総延長、1
級河川、2 級河川延長すれば、地球 3 周半あるのです
から、それに対して安全な堤防など出来るわけがあり

ません。堤防は、洪水が来たら切れていく以外ないん

です。 
そこで、その堤防をどうするのか。要するに、洪水

被害額も大きい、そして堤防というのはしょっちゅう

切れているのです。自分のところは切れなければ、被

害を受けない所の人は関係ないので自然保護を言って

いる。しかし、毎年、日本のどこかで大雨が降れば切

れている。 
しょっちゅう全国で切れている、警戒水位を突破し

て。どうしているかというと、水防活動でようやっと

持ちこたえている。 
何万人もの人が水防活動して、そして持ちこたえて

いる。堤防が計画高水の水が流れると思ったら大間違

いです。もっともっと低い水位で、警戒水位から破堤

するのです。その水位から全部破堤する運命にあるの

です。たまたま、計画高水まで持てば、それはよっぽ

ど行いがよかったのです。必死の水防活動のおかげで

す。水防活動への感謝です。どこかが切れているのか

もしれません。 
 
そして今度は、水資源開発のほうにいきますと、世

界は大体数十年に 1 回かの渇水時に水を取れるように
しているのに対し、日本は十年に 1 回の渇水時にも水
を取れるようにしようというのが水資源確保の目標と

考えてやってきている。ところが、実際は 3年に 1回
位の渇水の安全度である。ロンドンなんかは、50年に
1 回の渇水に対応しようとしているが、実際には、15
年に 1 回。ニューヨークなんかは既往最大の渇水に対
しても水が取れるようにしようとしても、実際には10
年に1回位はなっている。 
要は、ダムの作り方が違うのです。日本のダムの貯

水容量は全部合わせても、フーバーダム 1 ダム以下。
日本のダムは一生懸命作ってきた。しかし、日本のダ

ムの貯水量は微々たるもの。アメリカなんかとワンオ

ーダーもツーオーダーも違う。 
何が違うか。日本の川というのは、みんな流れる量

に対してどれだけ水を貯めるのか、ということです。

これはオーダーが違う。日本は全流出量に対して、ご

く一部だけためる。 
外国は違う。外国はそのダムサイトで貯められるだ

け多く貯めよう、砂漠地帯では淡水はわずかな表流水

と雨水しかない、貯められる時に貯めよう、これが外

国の水の貯め方です。貯めれば貯めるほどに、土地が

生きてくる。 
全体が総流出量です。一番小さいのが赤が、自然流

量として水資源として活用できる流量です。黄色のと
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ころがダムによって水を貯めるところ、白抜きのとこ

ろが全く無駄に海に流れていっているのです。川にあ

る時は淡水で価値があるのですが、海に流れれば海水

となり海水は人間にとっては毒水です。全部毒に化し

ている。 
外国は、その点が全然違うのです。 
ということで、世界の水備蓄量が、一人当たりソウ

ルで392t、台北が118tに対して日本30tしかない。 
要するに、渇水時最後に頼りになるのは水備蓄量だ

けです。国民１人当たりどれだけ貯めたかだけです。

ということで、米とか石油は約半年間分を備蓄してい

る、水はせいぜい30日間しか備蓄していない。 
 
さて次は、環境問題です。ダムを作ったら環境破壊

だとか決めつけられている、ダムを作ることは環境破

壊なのでしょうか。ダム建設でゼネコンが工事をやっ

ているときは誰が見ても環境破壊されていると思いま

す。しかし、ダムを作る前から、計画の前から、ダム

が完成して湖が出来て、ずっとみてみると、鳥は増え

てきます。生態系は豊かになってきます。一番の環境

破壊は大地から水気をなくすことです。ダム湖水は大

地に水分を与えている。 
次に、緑のダムをつくれば良いという。緑のダムは

幻です。ことばのあそびです。緑のダムすなわち森林

は、渇水のときはどんどん木から水気を上げますので

減ります。洪水のときは、ダムとして洪水調節機能は

全くありません。要するにダムとしての流水の調整機

能としては逆になっています。 
しかし緑（森林）は土砂流出抑制機能はあります。

これは評価しなければなりません。 
 
それでは、あと、その他の現象をあげますと、これ

は、ダムを作る前から建設後、ずっと野鳥会が十数年

間追いかけました。何が減って、何が増えたか。どれ

だけ増えたか。ダム計画前から湖水誕生後、どうなる

かと調べた。 
ダム建設前は、5目 17科 50種、ダム建設後は、13
目 29科 87種。当たり前です、水気が増えてくるので
すから。大地が潤ってきます。水辺が創出されました。 
このようなことが、全国たくさんあります。全国の

ダムで建設されてからしばらく経つと、鳥獣が豊かに

なります。そうすると、昔から生態学者は、何々ダム

湖はすばらしい生態系のふるさとになっているから、

鳥獣保護区にしようということで、全国で何十箇所も

何々ダム湖鳥獣保護区と指定しております。 
で、まずダムを作れば、魚の行き来が出来なくなる。

そのとおりです。その結果、世界のダムはダムを作っ

たおかげで、サケ・マス等の漁獲量は激減しています。 
魚は激減して、人間は増えていきます。したがって、

アメリカは大規模な魚道や水産孵化施設を作っている。

それでも激減していっている。 
同じデータを日本で作ったらどうなるか。日本も同

じです。この百年間でダムを作りました。ダムを作っ

たおかげでどうなったか。北海道はサケです。サケは

どんどん増えていきました。 
マスも増えていきました。 
内地はアユです。アユも増えていきました。どんど

ん増えていきました。孵化場をつくり増やす努力をし

たからです。 
欧米も同じようにやっています。増加させる努力を

しています。同じ努力をしても向こうは減っていきま

す。日本は増えていきます。増やす努力です。増やす

努力をもって、結果は違ってくるのです。これが理解

できてないのです。だから、土木は環境破壊だと言わ

れて、何も答えられない。これが問題です。 
 
それからあと、ダムは堆砂でつぶれる。とけたたま

しくマスコミは書く。ダムは、百年分堆砂の量を計画

論として貯水池の底に持っているのです。 
百年堆砂量ということで、百年経っても大丈夫なよ

うに作っているのです。極く一部の例外的な古く作ら

れたダムを除き、全体的には計画とおりにしか推移し

ません。 
それが何を間違えたのか、某大新聞が、日本のダム

が堆砂で死の川にしたと全国版一面で報じた。 
ダムが川を寸断して死の川にした、と一面に出た。 
そのトップでとりあげたのが、品木ダム。品木ダム

をご存知かどうか分かりませんが、品木ダムは、死の

川を甦らせたダムなのです。何か、もともと酸性河川

で、もうほとんど生物はいない、それからあと、コン
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クリートは全部溶けるわ、鉄も溶ける。そういう死の

川を甦らせた日本の金字塔のダムです。 
死の川を環境対策で甦らせた、金字塔なのです。全

く逆です。全然理解されていない。大新聞がトップで

報じれば国民は信じるのです。 
 
そこであと少し、時間がないので、はしょりますが、

要は、豚に真珠なんです。分かっていないのです。価

値が分からなければ、投資できないのです。今、土木

は環境破壊、とやられています。ダムが無駄や、とや

られています。要するにコストベネフィットだと言っ

ています。ムダかムダでないかで、必要な事業と不必

要な事業に分ける。要するに国土防衛の予算はどう決

めるのか、自衛隊の予算はどうやって決めるのか、北

朝鮮からテポドンが降ってきたときの対策費はどう決

めるのか、要するに毎日毎日の高速料金ならコストベ

ネフィットで計算出来るかもしれません。要するに、

国土、豊かな国土を作るためには、治水対策は、治水

経済調査要綱マニュアルというものです。実はそのマ

ニュアルが全然評価できておりません。一番分かって

いるのは、私は国土交通省だと思いますが、まだ直す

気運はありません。そこで一番最悪な問題は何か。マ

スコミが作る世論です。マスコミが 3 度、言えば、み
んな信じるのですよ、世論とはフライパンの中の豆で

す。すこし、傾ければ一勢に転がっていくのです。 
要するにマスコミが世論を誘導して作る、長良川河

口堰の時もそうです。唯一残された天然河川の長良川

を守れ。天然というが、長良川は日本で 2 番目の人工
河川じゃないか。それを天然河川、何回言っても直し

ません。直せば面白くないからです。売れない。要す

るに全部マスコミが作るキャッチフレーズです。それ

にみんな踊らされている。ということで、土木の仕事

はどんどん逆に必要性は増えている、と私は思います。 
 
そこで、土木をより深く理解していただくために、

いろはカルタをつくりました。「安全の、神話など無し、

ものづくり」「活き活きと、国土活力、道誉請」「禹の

治水、川おさむ者、国おさむ」「縁の下、地域を支える、

土木・技」「音戸瀬戸、清盛開く、海の道」「関空は、

世界にはばたく、海の上」「清正が、知恵と技で、川お

さむ」「景観十、風景百、風土千」「高速道、我が国経

済、屋台骨」「最長の、青函トンネル、世界一」「死の

川を、蘇えらせた、品木ダム」「水防に、加わり分かる、

恐ろしさ」「聖人の、築土構木、土木なり」「損得で、

土木事業は、できはせぬ」「治水とは国家百年、計でや

り」「突き固め、花笠踊りの、ルーツなり」「堤防は、

切れる前提で、築かれる」「土木とは、将の将たる、実

の学」「七過酷、宿命背負う、わが国土」「仁徳の、茨

田の堤、煙立つ」「主は民、地域未来の、基礎作る」「野

と畑を、八岐大蛇が、食い荒らす」「禿げ山は、みどり

の山に、蘇える」「人柱、悲願達成、物語」「不況時の、

失業対策、土木なり」「防災は、環境保全の、第一歩」

「満濃池、弘法大師、民救う」「昔より、安物つくり、

銭失い」「メンテに、手抜きはおつりが、山と来る」「も

のづくり、批判検証で、出来ませぬ」「山くずれ、大地

も動く、わが国土」「夢の夢、本州四国、ひと跨ぎ」「良

き施設、子孫に残す、誇りあり」「乱世は、土木すたれ

て、世もすさぶ」「理論・技、世界に誇る、新幹線」「累々

と、諸技あつめ、ものつくる」「歴史都市、都市計画の、

遺産なり」「ローヤルの、格上学会、土木学」「輪中堤、

海面の下、国造る」「土木とは、ワン・ノブ・ゼムの、

心技」 
以上で終わります。本日はありがとうございました。 

 
＊＊＊ 討論会 ＊＊＊ 

 
＜中洞＞ 
どうもありがとうございました。もっともっとお話

をきいていたいような雰囲気でございました。竹林先

生からは、社会資本整備の過去、将来あるべき姿、特

に治水・利水・防災などの安全国土の建設という資本

整備は、国家 100年あるいは 1000年の計のもとに続
けられなければならないといったお話、それを計画し、

実行していくのは、ほかならぬ土木技術者であり、土

木技術者は、将来の心豊かな国土・地域の創造のため

に、何をするべきかもっと勉強することが必要である

というような示唆をいただいたと思います。 
ここで、新たにパネリスト２名の方に加わっていた

だきまして、竹林先生の問題提起に対してのご意見、

あるいは日ごろからのご自分のお考えをご披露してい
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ただきたいと思います。 
それでは最初に花市頴悟さんにお願いいたします。 

 
＜花市＞ 
ただいまご紹介いただきました花市でございます。

座ってお話させていただきます。 
竹林先生から大きな視点でのお話をいただきました

が、私からは、現在新潟に住んでいることから、雪国

という視点から、雪国における公共投資についての問

題をいくつか申し上げたいと思います。 
本日のテーマは、「社会資本整備は終わったか」とい

う大きなタイトルですが、社会資本に対しては基本的

に市民の認識が、身近に必要なものは何かという認識

があまりないのではないか、それにマスコミからのい

ろいろな話がのりまして、みなさんそういうつもりで

話を聞いているのではないかという感じがいたしてお

ります。 
たとえば、先ほどお話が出ましたけれども、今年の

夏は、東京電力は原子力問題の関係で大停電が起こる

んじゃないかということで、たまたま今年は冷夏であ

ったこともあり、現実的にはそれはありませんでした

が、その代わりにニューヨークで突然大きな停電が起

こったりしております。その時の様子、私は今、首都

圏には住んでいませんが、首都圏の皆さんが停電によ

る影響が我が身にどんな風に降りかかるかということ

をどこまで認識されたか、危機意識をどれだけもたれ

たか、本当に危機意識をもたれた方はそれほど多くは

ないのではないかという感じをもっております。その

辺は、いずれアンケート調査等が出てきて具体的な数

字が出てこようかと思います。 
なぜ、このような事を申し上げたかといいますと、

公共事業に対する市民の認識がだいたいそのようなも

ので、もともと役所が造ってくれるもので、その恩恵

に浴しているという認識があまりないのではないかと

いう感じがしております。 
そこで、このあといくつか話題を申し上げますが、

そのなかに社会資本整備の一つの原点となるべき道普

請の心、そういったものをここでもう一度呼び戻して

いただく必要があるのではないかということで、その

辺の事例を一つ申し上げたいと思います。 

今そこにでておりますOHPは、積雪寒冷特別指定地
域の図で、これは雪寒法に基づき指定されています。

これでみますと、積雪寒冷特別地域は我が国の国土の6
割を占めています。ただ、人口としては 2 割でありま
す。雪国というのはどちらかというと中山間地域とい

われ、人工の減少、高齢化が進んでいるということで、

その多くは過疎化が進む地域と重なっております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これは、雪国での具体的な一つの課題でありますが、

左のグラフは、雪のない時期と、雪のある時期で、交

通渋滞、道路のサービスレベルが変わってきます。そ

うすると雪のない時に比べ、冬期間は 1.3 倍の損失が
生じているというデータがでております。そして、雪

対策費 1,400億をかけておりますが、その 4倍近い渋
滞損失が現れているというのが右側の図になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これはやや具体的な話に入ってまいりますが、左下

の写真ですが、都市部では最近バイパスが整備されて

きており、バイパスは雪に耐えられる構造になってい

ますが、一歩郊外に出ますと直轄国道といえども 2 車
線が原則で、夏場であれば歩道がついておりますが、

雪が降りますと、道路に積もった雪は道路脇に積み上

1

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会積雪寒冷特別地域
１．雪国からの視点

積雪地域の指定要件
　２月の積雪の深さの最大値の累年平均が50㎝以上
寒冷地の指定要件
　１月の平均気温の累年平均が０℃以下。

図　積雪寒冷特別地域の指定条件
資料：国土交通省

対象地域ｌは国土面積の6割、

　　　　　　　人口の2割が居住

2

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会

　

　　冬期渋滞損失　　雪と災害によるハンディは、さらに損失時間を拡大

◆冬期の渋滞損失は無雪期の１．３倍。　降雪日では約１．７倍に増大する。
◆災害による通行止め時間は年間約１０万時間、雪害による通行止め時間は　　
　　年間約１万３千時間。
◆これらによる損失時間を考慮すると、年間損失額は５，７４０億円（１．２倍）　　　
　　に拡大。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[ 無雪期と冬期の日損失比較 ]

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

無雪期 冬期 降雪期

約1.3倍 約1.7倍

[ 損失額の拡大 ]

4,900
5,400

5,740

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

無雪期 無雪期＋冬期※１ 無雪期＋冬期＋災害※２

億円/年

約1.2倍約1.1倍渋滞損失

冬期渋滞損失 災害損失

１．雪国からの視点
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げていきます。そうすると、夏場ならスイスイ通れる

道路も、ごらんのように大型車のすれ違いも難渋して

しまいます、ましてや、歩行者が車を避けながら通ら

ねばならないといった事態になっております。路面の

雪が消えましても、歩道には雪が山に積まれているた

め、歩行者は車道を歩いていかざるをえないというの

が上の写真です。そして、歩道除雪ということもある

程度、最近はするようにはなりましたが、歩道除雪を

するにしても歩道の幅が非常に狭いがために、右側に

写真にありますように、除雪ができたとしても非常に

狭い範囲で、生活としては非常に難渋をするといった

事態になっております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そして、昭和58年に雪国の道路の構造として除雪を
した時の、路肩側の余裕幅として耐雪余裕幅というも

のが決められました。雪に耐えられる道路構造にする

ようになったのですが、北陸地方整備局の直轄国道で

さえもその構造になっているのは 4割で、まだ 6割が
雪が降ると難渋をするという実態がございます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次は、公共事業採択の評価基準についての議論をさ

せていただきたいと思います。 
OHPにはブツギレの日本国土軸とありますが、日本
海国土軸という構想がありまして、北は青森から、南

は下関まで1,200km高速道路で繋ごうという計画であ
りますが現在整備されているのは、北陸縦貫といわれ

る新潟から敦賀までの区間400km程度で、2/3が未整
備で、そのうち所々供用されているところもあり、い

まだにブツギレ状態の構想になっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここで問題なのは、最近の道路公団民営化委員会で

議論されておりますように、高速道路の採択にあくま

でも採算性があって、経済性、効率性がなければダメ

だという議論があります。当然それも必要なことでは

ありますが、効率性、採算性を前提にすれば、人口希

薄な積雪寒冷地における高速道路にあっては採択され

る目途は当然立ちません。そこで、必要と思われるの

は評価軸が採算性ばかりではなく、ナショナルミニマ

ムとして必要だという評価軸を入れないと大きな問題

が起きるということです。 
ブツギレ状態の高速道路によってどのような問題が

起きるかということの 1 つですが、高次医療サービス

3

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会積雪による交通障害

• 2車線道路は大型車のすれ違い困難
• 歩道除雪は、まだ遅れている

１．雪国からの視点

4

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会克雪道路整備状況（指定区間）

1.0（40.0）
406.41,014.9北陸計

0.0（51.5）
102.3198.6石川県

0.0（30.2）
57.1189.2富山県

1.0（39.4）
247627.0新潟県

H14年度克雪
道路施工延長
（km）

H14年度当初
克雪道路延長
（km）

管理延長
（km）県　名

1.管理延長には、複線区間を含んでいる。（平成14年4月1日現在）
2.克雪道路延長には、幅員対応（次図）と構造対応（トンネル、洞門、スノーシェッド等）
　延長の合計
3.克雪道路延長の上段（　）は克雪道路率である。

（出典：北陸道路ポケットブック2002）

１．雪国からの視点

5

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会「ブツ切れ」日本海国土軸　日本海東北道、舞鶴若狭道の整備

◆「日本海国土軸」は、東北と西日本との広域交流や物流を支える役割を担う。

◆しかし、日本海東北道や舞鶴若狭道の未整備など、ネットワークとしての接続
が完成していないため、日本海国土軸の形成は途上にある。

２．公共事業の評価基準
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への60分アクセス圏ということで、高次医療サービス
というのは救急医療施設に第 1次から第 3次までのラ
ンクがありまして、第 3 次というのが心筋梗塞、脳卒
中、高度外傷という重症危篤状態の救急患者の緊急医

療を担当する施設でありまして、これは地方に行きま

すと中核都市ぐらいにしか設置することができません。

しかも、人口が少ないところに行きますと、公的な機

関がやっと地方の医療ということで設置するようなこ

とで、そこで、60分圏といいますのは重症、高度外傷
を受けたような重篤な患者が１時間以内に手術室に到

達できるかどうかということが、命が助かるかどうか

という分かれ目になるということでありまして、図の

着色したところは現在の高速道路のもとで 60 分圏に
入っている地域であり、白いところは60分圏内の外に
あるところであります。こういったところは、高速道

路が採算性、効率性で捨てられてしまえば、いつまで

たっても 60 分圏内に入ってこないということになる
わけであります。ここで、その人口比率といいますと

北陸で10%、東北へ行きますと30%といわれています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そこで、救急患者の搬送ルートというのはいわば命

の道ということでありまして、その使命は高速道路に

求められているわけであります。これが経済性、効率

性だけで選択されてしまうと、大変なことになるとい

うことで、地元の人の気持としましては、「経済格差等

は我慢もできるし、これはやむを得ないが、命に格差

があるということは、これはとても許せない、我慢で

きない。」という気持でございます。 
同じように高速道路とのかかわりで考えますと、高

速道路インターチェンジと港湾空港等を 10 分以内で
接続しようという計画がありますが、これは北陸地方

整備局管内においては、現在港湾では 20%、空港では
25%という整備率で、これも高速道路が主役になると
ころであり、経済性、効率性が決め手になると、こう

いった計画は当面実現できないことになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次は、社会資本整備の原点という理由で、2つの事例
を挙げますが、1つ目は中山トンネル、これは地域の住
民の方が 16 年かけて手掘りで掘ったトンネルであり
まして、写真にありますようにツルハシで掘った跡が

いまだに残っているトンネルでございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
場所は、図にありますように山古志村というところ

で、長岡市と小千谷市に境を接しておりますが、そこ

の小松倉という地区、ここは山古志村の中心部へ出る

には中山峠を越えて歩いていかなければならない地区

でありました。ここで冬はこの峠は 4m を超える雪に
覆われるところでありまして、急病人を背中に担いで

運ぶということになると 4時間も 5時間もかかり、そ
の途中で事切れてしまうという悲惨な経験が何回も繰

り返されたということで、自らの手で生活を守るとい

うことから、その地域の集落の方、当時は50世帯あり

6

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会高次医療サービスへの６０分アクセス圏

◆北陸では、未だ２９万人が３次医療施設に６０分以内で到達できない状況

２．公共事業の評価基準

人口（万人） シェア

 ６０分圏域内 450 94%

 　　 〃　 　外 29 6%

※人口はＨ７国勢調査データを使用

7

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会港湾・空港と高速道路～北陸地方～

北陸地方の港湾・空港と、インターチェンジの連結率

資料：北陸地方整備局企画部

２．公共事業の評価基準

8

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会中山隧道（日本一の手掘り隧道）
３．公共事業の原点

出典：中山隧道保存会パンフレット

長岡市

新潟市

小千谷市

上越市
川口町

湯沢町

小出町

広神町

山古志村
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ましたが、隧道掘削を始めたのは昭和8年であります。 
それから、16年かけて昭和 24年に延長 900mのト
ンネルが完成したという事例でございます。 
このように生活の支えとなる施設を自らの手で整備

していくということ、これは道普請の原点でありまし

て、社会資本整備の一つの原点であろうと思います。 
図にありますように延長900mですが、地質が頁岩、
砂岩系でありましてツルハシでも掘れたと言うことで

す。ただし、それは16年もかかってというものであり
ますが。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、図の太い赤い線ですが、あれは平成10年に2
車線の道路トンネルが完成しまして、この手掘りトン

ネルは歴史遺産として保存されることになっておりま

す。 
次は上越市の高田での雁木の事例でありまして、こ

れは写真のように雪が積もりますと、だいたいこのあ

たりは平年値で 2m の積雪深でございます。最大積雪
深は過去の事例では 4m 近くまで行っておりますが、
それだけの雪が積もって、この地域の人たちはこの雁

木の下を通って、周辺の人とのコミュニケーションが 

とれるということであります。これは17世紀からおこ
っております。 
この土地の雁木の建築も、間口を接している個人が

全部負担をして作っているものであります。現在その

まま残っております。 
 
ここで、北陸地方整備局管内でありますが平成14年、

15年度は平成 13年度に比べまして 15%近い予算、公
共投資削減がありまして、その影響は何かということ

をグラフにしてありますが、端的に言えば21,000人の
建設業の失業者が出るほかに、商業、サービス業、製

造業でも建設業と同数の失業者が出るという予測結果

がでております。したがって、公共投資の削減は建設

業だけじゃなくて、その地域社会に大きな影響を及ぼ

すという一つのデータでございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このように公共投資はどんどん減らされております

が、この社会資本整備をやらなくて国が良くなるとい

うことであれば、これに越したことはないと思います

が、国の力を維持するにはこのインフラの整備という

のが、当然欠かせないことではないかと思います。 
それから、冒頭にも申し上げましたけれども、社会

資本は空気みたいなもので、あって当たり前、水と安

全はタダだというこんな認識が、いまだに残っている

のではないかという気がいたしまして、このような事

例をいくつか申し上げた次第でございます。 
以上です。 

 
＜中洞＞ 
どうもありがとうございました。 
それでは引き続きまして細田泰宏さんにお願いした

9

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会中山隧道（日本一の手掘り隧道）
３．公共事業の原点

出典：中山隧道保存会パンフレット

10

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会雁木（上越市高田）
３．公共事業の原点

出展：新潟県立歴史博物館

・家屋の連坦した町人町で母屋から突き出した「ひさし」
・各家が私有地に、私費で建築したもの
・17世紀以来の生活の知恵、雪国のアーケード

14

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会公共投資削減による影響は
建設業だけではない

商 業

7 ,8 3 9

サ ー ビ ス

5 ,5 1 3
建 設 業

2 1 ,6 1 3

運 輸 ・通 信

1 ,8 1 9

製 造 業

4 ,3 4 7

鉱 業 2 7 9
電 力 ･ガ ス

･水 道 1 3 0

金 融 ･保 険 ･

不 動 産 1 ,3 1 5
公 務 ・

分 類 不 明 8 9

農 林 水 産 業

7 7

建設業以外の
雇用喪失
約21,400人

雇用喪失数
合計
約43,021人

北陸地域における国、県および市町村の公共投資（政府建設投資額）は、
平成14および15年度の2ヵ年で、13年度比で合計約14.4％（約3,011億円）
の減少となる見通しである。

北陸地域の公共投資14.4％削減が地域経済に与える影響の分析によると・・・

※北陸建設経済研究会調べ
※北陸地域：新潟県、富山県、
　
　　石川県、福井県を示す

４．社会資本整備と経済社会
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いと思います。 
 
＜細田＞ 
ただいまご紹介にあずかりました日本総合研究所の

細田と申します。 
私のほうはですね、今回、土木技術者としては何を

なすべきかということを中心にお話させていただきた

いと思っております。 
現在、私は日本総合研究所において建設業界あるい

は他の業界の経営コンサルタントを行っておりまして、

特に今回このお話は、民間分野についてのお話という

形にさせていただきたいと考えております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
具体的には、本日の内容といたしまして 4 つほど挙
げさせていただいております。 
上の 3 点は、今回民間企業を中心にお話させていた
だくので、今後受注者に求められること、個人として

の土木技術者として何をなすべきかということを、ま

ずお話させていただきます。もう一つ、今日もお話が

ありましたが、今後土木技術者のモチベーションを高

めるということで、お話をさせていただきたいと思っ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ております。 
 
 まず、土木技術者の活躍の場ということで、これは

私がお話しするまでもないのですが、アカデミックな 
分野であるとかビジネスの分野、あるいはビジネスの 
分野であれば建設であるとか非建設分野、建設分野と

なりますと発注、受注サイド、こういうようなわけ方

が一つできるのではないかということです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
先ほどお話しましたが、この中で今回、建設会社、

建設コンサルタントというところの方に特にお話させ

ていただきたいと思っております。 
そこで、上の囲みを見ていただきたいのですが、建

築家と違って、土木技術者っていうのは多くの場合、

企業の中にいらっしゃるということですので、ビジネ

スマンであるということをまず忘れてはいけないのじ

ゃないかということをお話させていただきます。 
 
今後、受注者に求められることということで、特に

発注者、国民、受注者、この 3 者の中で、今後ますま
す信頼性ということが必要になってくると思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会

20032003年年99月月2424日（水）　日（水）　

株式会社日本総合研究所株式会社日本総合研究所

研究事業本部研究事業本部

細田　泰宏細田　泰宏

（（hosodahosoda..yasuhiroyasuhiro@@jrijri.co..co.jpjp））

我が国の社会資本整備は終わったか？

土木技術者としては何をなすべきか

我が国の社会資本整備は終わったか？我が国の社会資本整備は終わったか？

土木技術者としては何をなすべきか土木技術者としては何をなすべきか

2

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会

本日の内容本日の内容本日の内容

•• 土木技術者の活躍の場土木技術者の活躍の場

•• 今後受注者に求められること今後受注者に求められること

•• 今後土木技術者として何をすべきか今後土木技術者として何をすべきか

•• 今後土木技術者のモチベーションを高めるには今後土木技術者のモチベーションを高めるには

3

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会

土木技術者はアカデミックな分野とビジネスの分野で活躍している。
－ビジネス分野で活躍している場合、個人は土木技術者であり、ビジネスマンでもあることを忘れてはならない。－

土木技術者はアカデミックな分野とビジネスの分野で活躍している。土木技術者はアカデミックな分野とビジネスの分野で活躍している。
－ビジネス分野で活躍している場合、個人は土木技術者であり、－ビジネス分野で活躍している場合、個人は土木技術者であり、ビジネスマンビジネスマンでもあることを忘れてはならない。－でもあることを忘れてはならない。－

土木技術者の活躍の場土木技術者の活躍の場

アカデミック分野 ビジネス分野

受注者サイド受注者サイド発注者サイド

建設会社、建設コ建設会社、建設コ
ンサルタンツなどンサルタンツなど

官公庁、電力・ガス
、鉄道会社など

建設分野 非建設分野大学・研究機関
など

今回お話する今回お話する
主な対象者主な対象者

土木技術者の主な活躍の場土木技術者の主な活躍の場

4

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会

今後、受注者には発注者および国民との信頼性がさらに重要になる。今後、受注者には発注者および国民との今後、受注者には発注者および国民との信頼性信頼性がさらに重要になる。がさらに重要になる。

今後受注者に求められること今後受注者に求められること

受注者受注者

国民国民

発注者発注者 信頼性信頼性

今後、三者は
対等

の関係にあるべき

今後、三者は今後、三者は
対等対等

の関係にあるべきの関係にあるべき

社会資本整備の実施社会資本整備の実施
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この信頼性があってこそ社会資本整備の実施というこ

とが行えるということです。 
そのためにはということで、まず受注者は国民ある

いは発注者に対して十分な情報発信をすべきですねと

いうことと、メディアというものと良好な関係構築を

やっていかなければならないというのが私の意見です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
私は、今の日本総研に入る前に PR のコンサルティ
ング会社にいたことがありまして、いろいろな業界の

コンサルティングを行っていく中で、積極的な情報発

信とあとマスコミとの、その一つの例として定期的な

意見交換会と書いておりますが、日産のカルロス・ゴ

ーンさんのケースが土木業界に当てはまるのではない

かと思っております。 
日産というのは、数年前は会社が倒産する寸前まで

行ったわけですね。そういった中でマスコミも非常に

日産を叩いたと、特に日産というのは「営業のトヨタ、

技術の日産」といわれるほど、技術面においては非常

に日産は卓越していた。でも、その中でも消費者の動

向になかなか合わなかったということで、企業自体が

存続できないのではないかという段階まで陥れられた

と、そういった中でマスコミは非常にネガティブなキ

ャンペーンを行って、さらにカルロス・ゴーンさんが

社長になった時には、コスト・カッターだ、あるいは

東村山の工場閉鎖だということで、ものすごくマスコ

ミとしてはネガティブなキャンペーンを行った。ただ、

今の状況を見ていただきますと、カルロス・ゴーンさ

ん自らいろんな本を書いたり、マスコミに対しても、

様々なところで日産の代表ということで出ている。

「技術の日産」というより「改革の日産」というイメ

ージが国民の中についていると思います。 

こういうような視点を持って土木業界というものも、

会社それぞれにとっても必要と思いますが、継続的に

情報交換というものをやっていくべきじゃないかとい

うのが私の意見です。 
 
もう一つが、これは企業レベルあるいは個人レベル

のお話ですが、真に国民にとって必要な社会資本は何

かということで、受注者からも積極的に提案を図って

いくべきじゃないかということを挙げさせていただき

たいと思います。 
そこで、何をなすべきかということで非常に簡単な

絵を書かせていただいているわけですが、当然、先ほ

どからもお話がありましたように土木技術者というの

は技術に関しての勉強も必要だと思うのですが、それ

以外にこれに書いているようにソフト面ですね。創造

力であるとか企業構想力というものですね。あと企画

提案力であるとかマネジメントとか。こういったこと

を、民間の場合、営業部門だけでなく土木技術者にと

ってもこういう観点というものが必要になっているの

じゃないかということです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会

受注者は発注者および国民に対して十分な情報発信をすべきである。

－また、情報発信媒体としてのメディアとの良好な関係を構築すべきである－

受注者は発注者および国民に対して受注者は発注者および国民に対して十分な情報発信十分な情報発信をすべきである。をすべきである。

－－また、情報発信媒体としてのメディアとの良好な関係を構築すべきである－また、情報発信媒体としてのメディアとの良好な関係を構築すべきである－

そのためには・・・・・そのためには・・・・・

積極的な情報発信積極的な情報発信

マスコミとの定期的な意見交換会の実施マスコミとの定期的な意見交換会の実施

｢真に国民にとって必要な社会資本整備は何か｣｢真に国民にとって必要な社会資本整備は何か｣

について今後はについて今後は受注者からも積極的に提案受注者からも積極的に提案すべきであるすべきである

継続的に
実施すべきである。

継続的に継続的に

実施すべきである。実施すべきである。

6

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会

今後の土木技術者は技術だけでなく、
創造力・企画提案力・マネジメントなども身につけるべきである。

今後の土木技術者は技術だけでなく、今後の土木技術者は技術だけでなく、
創造力・企画提案力・マネジメント創造力・企画提案力・マネジメントなども身につけるべきである。なども身につけるべきである。

今後土木技術者として何をすべきか今後土木技術者として何をすべきか

企画提案力企画提案力

マネジメントマネジメント

今後は営業部門だけでは今後は営業部門だけでは
なく、技術部門・施行部門なく、技術部門・施行部門
などでも重要になる。などでも重要になる。

創造力創造力

日本の大学（院）日本の大学（院）
教育で教育で不足不足してして
いる項目いる項目



 20

今日、先生とかいらっしゃるのかもしれないのです

が、大学であるとか大学院のところでこういうふうな

教育があまりなされていないのじゃないかと。反対に

その他のものは工学部であるとか、そういったところ

でも同じような悩みを抱えていまして、一つ話をさせ

てもらいますと、今年の 3 月になるのですが、技術経
営ということが、今年、非常に多くの本でも書かれて

いますが、技術経営コンソーシアムというのが経産省

の旗振りで、企業に行きますと70社くらい、大学・大
学院では 30 校くらい入った大きなコンソーシアムが
ございまして、この中でいくつかの建設会社も実は入

られていまして、ここで何をやるのかといいますと、

「技術者がマネジメントを学ぶ」そういった仕組みを

大学あるいは大学院教育の中に取り入れていこうと。

で、なかなか日本の大学教育というのがそういうもの

に慣れていない。アメリカ、ヨーロッパのほうでは、

こういった大学院教育は実際あるのですが日本ではな

かなかないもので、やはり技術者といえどもこういっ

たマネジメントというものを、今後勉強して身につけ

ていかなければならないということに、ようやく国を

挙げて始められたということで。そう言いながらも建

設会社あるいは建設コンサルタントといった民間企業

においてもですね、こういったものにやはり取り組ん

でいく必要があるのではないかと思います。 
 
それで、もう一つの項目として、土木技術者のモチ

ベーションを高めるにはということで、これは全員の

方が当てはまらないかもしれませんが、「自社及び社

会への貢献に対するさらなる満足感の享受」というも

のがモチベーションにつながっていくのじゃないかと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いうように思います。 
特に建設コンサルタントの場合は、会社から個人へ

とはっきりと評価が移っていっている傾向にあると聞

いていますので、ますますこういうふうな、個人が享

受できるような、そういったシステムを整備していく

必要があるのじゃないかと思います。 
で、具体的にはということで、社外というものはな

かなか会社自体が変えられるものではないのですが、

一つは企業間が公正な競争を実現していかないといけ

ない。 
もう一つは、発注者側が意識改革、同じく公正な競

争を実現していくそういう素地を作っていく必要があ

るということと、先ほどのメディアとの良好な関係構

築、それによって、国民に対しての情報発信というこ

とで、それを今後継続的に行っていくことによって、

時間は掛かるかとは思いますが、国民に肯定的な認識

を持ってもらいたいと。そういうふうな仕組みにする

ことが一つだろうと。 
で、もう一つは、社外ということでは、他の業界と

違いまして、建設業界というものはなかなか競争とい

うものがあまり認識されていないのではないかと。そ

うじゃないとおっしゃられるかもしれませんが、海外

の企業に比べると、まだまだちょっと甘いのじゃない

かというのが私の考えで、やはりその「他社に対する

競争優位を図れる社内体制」といったものを作ってい

かなければいけないと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
では、まとめということで、今、お話ししたように、

「競争に勝つ」という視点がモチベーションを高める

なかでは必要ではないかと。そのためには、会社及び 7

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会

土木技術者のモチベーションを高めるには
社内外の変革が必要である。

土木技術者のモチベーションを高めるには土木技術者のモチベーションを高めるには
社内外の変革社内外の変革が必要である。が必要である。

今後土木技術者のモチベーションを高めるには（１）今後土木技術者のモチベーションを高めるには（１）

自社および社会への貢献自社および社会への貢献
に対するさらなる満足感の享受に対するさらなる満足感の享受

発注者の評価対象が発注者の評価対象が
会社から個人へ会社から個人へ移行する移行する
傾向にある傾向にある

土木技術者のモチベーションの向上土木技術者のモチベーションの向上

どうすればよいか？どうすればよいか？ 8

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会
今後土木技術者のモチベーションを高めるには（２）今後土木技術者のモチベーションを高めるには（２）

自社および社会への貢献自社および社会への貢献
に対するさらなる満足感の享受に対するさらなる満足感の享受

企業間の企業間の公正な競争公正な競争の実現の実現
他社に対する他社に対する
競争優位を図れる競争優位を図れる
社内体制の確立社内体制の確立

社内社内 社外社外

社会資本整備に対する社会資本整備に対する
国民の肯定的な認識国民の肯定的な認識今後会社の共存共栄今後会社の共存共栄

はは不可能不可能であるである

発注者の発注者の意識変革意識変革
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土木技術者の総合力の向上が不可欠であるというふう

に思います。 
で、私よくお話しするのですが、競争に勝つために

はということで、営業をどうしていくか、技術をどう

していくか、そしてブランド、こういったこの 3 点が
非常に今後、建設会社、建設コンサルタントにとって

重要なのではないかとこう思っていまして、これをど

う評価していくかということが、今後考えていかなけ

ればならない点じゃないかとこう思っています。 
 
最後になりますが、ここは学生の方にお話したいの

ですが、若輩者でこんなことを言うのは失礼な話かも

しれないのですが、土木技術者っていうのは先ほど先

生からもお話がありましたが、非常にその、聖職であ

ると、プライドを持たないといけないと、そのプライ

ドを確保するには毎日、日々、切磋琢磨しなければい

けないと。それと、多くの人に出会おうということで、

これは業界内だけでなく、様々な方とふれあうことに

よっていろんな意見がでてくる。これがやはり自分の

ためになると思われます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で、最後はやはり、個人のリスクマネジメントをど

うするかということを考えるということで、自分を信

じて、自分で道を積極的に切り開くべきだなというこ

とを、最後にお話させていただいて私の話とさせてい

ただきます。 
どうもありがとうございました。 
 
＜中洞＞ 
どうもありがとうございました。 
花市さんからは、地方に必要な社会資本整備はまだ

まだある。特に、社会資本整備の必要性を命の格差と

いう新たな視点を提供していただきました。私も実は、

3 カ月前まで東北地方に 4 年間おりまして、ほんとに
実体験者として花市さんの話はよく理解できました。 
また、細田さんからは、民間の土木技術者を対象と

しての話でありますが、今後の土木技術者は技術だけ

でなく、創造力・企画提案能力・マネジメントなども

身に付けるべきである。「真に国民にとって必要な社

会資本整備は何か」というようなことについて、今後

は受注者からの発信も必要というようなご指導をいた

だきました。 
以上、必要な社会資本整備は、まだまだある。土木

技術者はその必要性をアピールする必要があるなどの

意見が、御三方の共通の意見としてあったと思います。 
次に、先にご講演をいただきました竹林先生の話も

含めまして、パネリストの方々と会場とで討論をして

いただきたいと思います。できれば、本討論会のサブ

タイトルであります「土木技術者として、今、何をな

すべきか？」というようなところに絞っていただいて、

それ以外でも結構でございますが、ご意見、ご質問の

ある方は、挙手をお願いします。また、ご意見をいた

だく前に所属とお名前を最初におっしゃっていただき

まして、パネリストのどの方に、どういう質問をした

いか、あるいは自分の意見を述べるだけでも結構でご

ざいますが、要点を絞ってご意見を頂戴したいと思い

ます。 
どなたでも、どうぞ。 

 
＜井上＞ 
お願いします。 

9

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会
まとめまとめ

•• 会社および土木技術者は会社および土木技術者は｢競争に｢競争に
勝つ｣勝つ｣という意識を持たなくてはならという意識を持たなくてはなら
ない。ない。

•• ｢競争に勝つ｣｢競争に勝つ｣にはには会社および個人会社および個人
の総合力の向上の総合力の向上が不可欠である。が不可欠である。

10

建設技術研究委員会　平成建設技術研究委員会　平成1515年度研究討論会年度研究討論会
最後に最後に

•土木技術者としてのプライドを持とう！

•日々切磋琢磨しよう！

•多くの人に出会おう！

•自分を信じ、自分で道を積極的に切り開こう！

•• 土木技術者としてのプライドを持とう！土木技術者としてのプライドを持とう！

•• 日々切磋琢磨しよう！日々切磋琢磨しよう！

•• 多くの人に出会おう！多くの人に出会おう！

•• 自分を信じ、自分で道を積極的に切り開こう！自分を信じ、自分で道を積極的に切り開こう！
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＜中洞＞ 
どうぞ。 
＜井上＞ 
井上建築事務所の井上ですが。 
これまでのお話では、社会資本整備はまだまだ必要

だということでしたが、今国民が心配していることは

その財源だと思います。この財政難の中で、どのよう

に整備を進めていくのか、作らないことも考えるべき

ではないか。そのあたりを花市さんと細田さんにお伺

いできればと思います。 
＜中洞＞ 
お一言づつ何かご意見がございましたら。 
＜花市＞ 
今、財源の問題のことご指摘ございましたが、今、

国債の中身をみますと、建設国債の中身は、100%建設
国債になってはおりません。ですから、建設部分だけ

で建設国債をやめたからといって、国債がゼロになる

わけではございませんので、その比率が 3 割くらいだ
ったと思いますので、それは確かに国債が増えている

のは大きな問題でございます。ですから国全体でその

財源問題は考えていかなければならないのではと言う

ふうに思っております。 
＜細田＞ 
私もですね、むやみやたらに作るべきではないと思

いますが、先ほどの先生のお話にありましたが必要な

ものは当然作るべきだと思います。 
＜井上＞ 
作らない哲学も大事だと思います。 
＜細田＞ 
必要なものは作るということで、その辺をよく言わ

れているようにコストメリットだけで考えるというこ

とはございますが、その辺、私も詳しくはないのです

が、国民、発注者も含めてですね、受注者も含めて公

共工事のプロジェクトを考えていくことが大切と思い

ます。 
＜中洞＞ 

財政悪化の状況下にはあるが、土木技術者としての

むしろ哲学をここでもう一回考え直そうとこういうこ

とで、ご意見、ご質問はないでしょうか。 
 

＜花村＞ 

岡山大学の花村ですが、前は民間におりまして、私、

社会資本作らないかんと思っておるんですが、でも一

般の国民、今ですね、市場経済と建設社会資本整備と

が社会として合っていないと思うんです。市場経済と

いうのは、必要なものは作っていいけど、必要でない

ものは切り捨ててもいいという、ナショナルミニマム

という話がありますね。そんなもん必要ないんじゃな

いか、道路は作れば作るほど赤字がでてくる、あるい

は、他のものでも作れば財政が破綻してくる、まあ環

境のことは別にして、ダムを作れば赤字がどんどん増

えてくると。それよりももっと必要なのは今、社会福

祉、他のことに使うべきだということがあります。そ

ういう中で、さきほど言われたように非常に大きい流

れとしては、多分およそ必要なんでしょうけれども、

どういう風にして説明すればよいのか。特に今までの

経済的なものについては、道路は直ぐ、何年間で償還

されるとか、そういうことなので言ってきたのはぜん

ぜん嘘だったじゃないか、非常に国民は不信感がある

んですね、そういうものを、なぜ必要なのかというこ

とを、一般の人にわかりやすく説明するにはどういう

ふうに説明すればよいのか？竹林さんにお願いします。 

＜竹林＞ 
今、全てをB/Cで評価し、ムダかムダでないかを決め
るという。国土の基線をどう整備するかということは

B/C で評価すべきものではない。国家戦略の問題です。

必要か不必要か、という件に関してはダムとか国の基

幹となる道路等の整備は今後とも重要である。この必

要か不必要か価値評価はものの考え方国家観・国土

観・自然観・人間観の問題であると思うんですね。何
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をもって不必要と言われるのか、ようするに土木の行

政者はこれまで大きな国家目標をもってやってきたん

ですね。より安全な社会、より利便な社会に対してど

れだけ備えていこうかという国家目標への方策です。

国家百年の計の方策についてはもっと日頃から研究を

し、説明していく必要があると考えます。コストベネ

フィットについては、安全社会に対する経済性評価の

実務はどうなっているか、と言えば大変遅れている。

これも至急に整備する必要があります。 
＜中洞＞ 
そのほかの視点でどなたかご質問ございませんか？

どうぞ。 
 
＜小宮＞ 
早稲田大学の小宮です。細田さんから先ほど、受注

者側から多くの技術者が、ソフト面の勉強をしていか

なければならないとか、個人個人が自信を持ってとか

おっしゃっていましたが、その中で一つ発注者側に聞

きたいという言葉があったんですけど、民間側からの

立場から意識されたんだと思いますけど、発注者側に

もはめ込んでいいものではないかと私個人としては予

測したんですけども。 
＜細田＞ 
そうですね、発注者側も競争意識がでるようなさま

ざまな観点を取り入れた発注方式といいますか、どう

しても技術主体になってしまうんですけども、もっと

ソフトな面も取り入れて、発注者側にも提案していか

なければならないと思っています。そこは、建設会社

の方もコストがいいなとか従来型の発注形態ではなく

て、土木技術者のモチベーションを高められる真に国

民にとって必要な社会資本整備の提案をすれば、それ

を取り入れられる方法が作れるような、そのような発

注環境をつくってほしいなと思います。 
＜中洞＞ 
ほかにどなたか。どうぞ。 

 
＜小寺＞ 
みらい建設の小寺と申します。竹林先生にお聞きい

たします。先生のお話の中で土木は工学のメインがだ

んだん抜けてきているというお話があり、土木技術者

は他の分野のことも忘れてはいけないというお話があ

り、それでありながら、私どもは物理化学など良くわ

からないということになっているんですけども、現在

いろいろあるなかで専門家ということが当てにならな

いということもコメントにあったわけですけども、こ

ういう昔は土木というものが信頼されて立派な業種で

あったというものが、現在、非常に欠落したのかとい

うことを実感したわけです。この原因と逆に元に戻す

にはどういうことが考えられるかということをお聞き

したいと思いますけど。 
＜竹林＞ 
いい質問だと思うんですけど。土木とは、私たちの国

土を国家百年の計でもって社会をより良く整備するこ

となのです。電気、機械、化学いろんなものを総合し

ながらやってきた。だからシビルエンジニアリングだ

ったんですね。どんどん、どんどん専門分科していっ

て、わしは、コンクリートやる、わしは土やるそうい

ったことが土木を狭めていった原因ではないか。土木

は地域づくりの実学です。地域づくりは文理融合です。

応用していってバランスよくすることが求められてい
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る。他の専門分野で専門化しているものをどう全体と

して取り入れていくかということが問題になっている。

逆が求められているんではないでしょうか。環境、風

土、文化、財政を考えなければいけない、トータルで

考えていくということが今求められているものではな

いでしょうか。 

＜小寺＞ 
ということは、今の状況を考えて事業を進めていき

なさいということですね。 
＜竹林＞ 
反省の時期ではないでしょうか。これまでの土木事

業のやり方の反省に立ち、これからの土木事業の方法

論として新しく風土工学の体系を構築した。風土工学

の展開が求められている。 
＜中洞＞ 
他に何かご質問ございませんでしょうか？ 

 
＜岡本＞ 
東急建設の岡本と申します。花市先生にお聞きしたい

んですけども。地方からの提言ということでお聞きし

たんですが、私はどっちかというと関東圏に住んでい

ますので、少し大都市圏なんですが、大都市圏でも交

通渋滞とか、あるいは通勤に大変だということでまだ

まだ公共の社会資本整備を投資していかなければなら

ないと思うんですが、社会資本を整備するためには負

担する人間がおりますので、今後、ますます少子化に

なって負担していく人間が減少していく中で、優先度

ですね、どのようにしていくかと言う点に関してどの

ようにお考えでしょうか？ 

 

＜花市＞ 
今、都市部の目で見てというお話がありましたように、

冒頭もうしあげましたように雪国の視点で申し上げた

ものですから、雪国では高齢化が進んでいると言うこ

とで申し上げたものですから、おっしゃるように負担

すると言う点では都市部が多いと言うことは事実であ

ります。優先順位をどうやって決めるかと言うことは、

さきほどちょっと申し上げましたが、ナショナルミニ

マムとしてどう考えるかと言う視点を評価に入れてい

ただければですね、そこから、おのずと答えが出てく

るのではないかと気がしていますが。 

＜中洞＞ 
それでいいですか。それでは、そちらの方。 

 
＜藤田＞ 
岐阜大学の藤田と申します。先ほどからのお話の中

では、根底にあるのは人々の暮らしである。その暮ら

しを、どのようにして維持して、豊かにしていくかと

いうことから、元々スタートしてきているわけで、そ

の中で日々の暮らしもあるし、他の地域の暮らしもあ

ると言うわけです。そのレベルをどこまでやっていく

かと言うときに日本だけでなく、世界に目を向けてい

くと言うようにですね、それをどこに設定してどこに

向けていくかという、そういう意味ではナショナルミ

ニマム、そういう設定でした。それで花市さんも命の

お話された。その議論をしっかり固めていくことが大

事である。これは感想です。もうひとつは、業界の軸

を作った場合ですね、私の専門は河川整備なんですが、

河川整備と言うのはどこに暮らしてもですね、ある程

度の安全性は確保しようと言うことで作られているわ
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けです。道路の話になりますと、かつて阪神大震災の

話にもあったんですけど、リダイダンシーを確保して

ですね、何かおきたらその代替案を確保しておかなけ

ればならないと、その議論が完全に欠如していると思

います。国土軸というのは、太平洋側に作れば日本海

側にも作って、その間を結んで代替案に使えるという、

そういったあたりの土木技術者の観点が必要なのでは

ないかと感じます。どなたのパネリストと言うわけで

はないのですいけども、これに対するコメントがあれ

ばと思います。 
＜花市＞ 
今のお話、確かにいろんな計画の場面では、たとえ

ば日本海国土軸の中の議論では日本海軸ができた暁に

は、仙台から関東経由をへて大阪に行くよりは、仙台

から日本海経由で大阪に行くほうが短くて早いと、日

本は弓なりになっているものですから、というような

議論はありますが、表向きには先生のおっしゃるよう

なリダイダンシーをいれてというような発想はありま

せん。これからいろんな議論をするときに、いろんな

人がこうすべきということはいるんだとは思うんです

けど。高速道路なんか確かにどっか潰れてしまえば回

り道がなければ非常に問題でして、そういう視点での

指標は今後入れていくべきだという感じはします。 
＜中洞＞ 
東北道路の道を見てますと、ほんとにぽつん、ぽつん

と虫食い状態で完成して、あとは領地の問題もついで

にとか、今後も無駄が大きくなるという懸念もひとつ

あります。それから幹線道路は東北自動車道路だけで

すが、湾岸側でみますとですね雪で寸断されたときの

往来ですとか、地震のときですとか考えますと、でき

ることなら地元の人から 2 系統は欲しいと、今、花市

先生のお話と合致するところはあると思いますし、東

北地方も６県、市町村を見ますと高速道路のある周辺

の平均寿命が歴然と高いんですね、そこまで１時間か

かって高速道路に着く町や村よりも高速道路の周辺の

寿命が断然高いんです。これは年々実証されて、デー

タが得られているんです。そういう意味で本当に公共

事業が単なる費用対効果でよいのかと言うことを花市

さんはご指摘になったのではないかと、私はそういう

ふうに理解しております。 

 
＜中洞＞ 
時間が迫って参りましたが、最後にもう一人どなたか

いらっしゃれば。いろいろ議論が拍車しているところ

でございますが。時間も迫ってまいりましたので終わ

りにしたいと思います。今日の議論は簡単にまとめて、

結論を出すものではないと思いますし、今日は安全安

心な国土の建設という社会資本整備のあり方に志向さ

れるもので、端的な費用対効果のお話、土木技術者と

して将来の豊かな国土創造をするために何をするのか、

地方に必要な社会資本整備はどうあるべきか、身近な

問題の社会資本整備はいろんな形で発注者も受注者も

ピーアールし、土木技術者としても説明責任を果たし

ていく必要があるだろうこのような意見もだされまし

た。もっと土木技術者は技術力だけではなしに、想像

力や企画力、提案能力、マネジメント能力に努めて社

会に貢献していくべきだというご意見があったと思い

ます。終わりになりますが私が日頃思っていることを

ちょっと述べさせていただきたいと思います。社会資

本整備の必要性ということが正確に社会に伝わってい

なかったのではないか？一部の不要なものを強調され

まして、大部分の有効性までが否定される議論、そん

なものがまかり通っていたのではないか、そんな傾向

にあったのではないかこう思うんです。今までの土木

技術者は縁の下の力持ちとして地味に生きてきた、そ

れが美徳であるような、歴史があったのではないかと

言う気がします。われわれは自らの価値を十分に認識

し、社会に対して土木技術の重要性、その役割、日本

の土木技術の高さなどを発信し、国家の利便性、安全

性の確保、活性化に寄与していることを再認識しても
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らうような努力をする必要があると思います。冒頭の

議論にもありましたが、非常に財政が厳しい状況の中

で優先順位をつけながら国民の安全、安心をどう補正

していくかだと思います。世の中が変化していること

は確実であり、その中でわれわれ土木技術者がどうい

った点で方向性を見い出していくかという点に対して

今日のようなご議論が少しでもお役にたてれば幸いに

思います。いずれにしても、とかく縮みがち思考にな

っているわれわれ土木技術者が自信をもって必要な社

会資本整備を、あくまでも必要であると言う発信をお

こなって、われわれの新しい世界を作るんだと言う意

気込みで立ち向かって行きたいと思います。時間をオ

ーバーしましたが、本日は長時間に渡って、ご足労頂

き誠にありがとうございました。最後にパネリストの

お三方に盛大な拍手を頂戴したいと思います。ありが

とうございました。これで研究討論会を終わりにさせ

ていただきます。 


